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1. はじめに 
（１）情報処理教育の授業の問題点	

	一般的に教師は，授業全体の流れ，今から実行しよ

うとしている教授活動，学習者の学習行動や認知と理

解の状態の観察と評価，教室環境の変化など多くの課

題を並行して実行する，マルチタスク処理を行ってい

る。そのため，授業内容に集中しすぎると学習者の状

況に対する認知にリソースを割くことが難しくなり，

逆に個々の学習者の状況に関わろうとすると，授業全

体の制御が難しくなる。	

	特に多人数を相手にコンピュータの使い方を指導

するような状況では，話す内容だけでなく，コンピュ

ータの操作にも注意を向ける必要がある。加えて，コ

ンピュータのディスプレイで学習者の顔の表情や学習

者の身体運動が覆い隠されてしまうコンピュータ実習

室のような環境では，学習者の学習状況をモニターす

るのが一層難しくなるだけでなく，学生の作業状況(画

面の状況)が講師席から観察できないため，授業補助者

と連携して授業を進行する必要がある。	

	最大の問題は，授業者に学生の作業の進行速度なら

びにそこから読み取れる受講者の授業内容に対する理

解の程度が捉えづらく，授業を最適のスピードで進め

たり，	説明を補足したりすることを難しくしている点

である。	

本研究では，このような状況を改善する方策として，	

授業者自身が作成した授業ビデオを作成し，そのビデ

オ教材を受講生に提示しながら授業をすることで，授

業者が受講者の状態に対して配慮することを可能にす

る授業	形態(一人ＴＴ)を提案している。		

（２）作業記憶の負荷の影響	

作業記憶に負荷がかかることで，認知的な処理が影

響を受けることは，広く知られている	(Seiz	&	

Schmann-Hengsteler,	2000	;	ギャザコール	&	アロウ

ェイ	,	2009)。	教師の教授行動における行動の制御は，

作業記憶に含まれる中央実行系が関連しているので，

授業を実施している状態は，作業記憶に大きな負荷を

かけていると予測される。	

本研究では，情報処理教育の授業の中で，教師の認

知的な負荷を下げ，授業の運営や学習者の活動にあわ

せた	授業活動を支援する目的で，授業者自身による授

業ビデオを活用し，自分自身とティームティーチング

を行う「一	人TT」を実践し，その効果を確認する。	
 

2. 先行研究 
今回の研究発表は，2017 年度の実践を元にするもの

であるが，ここではそれに先だって実施された，2015

年度の実践（小川・上木,2016）について記述する。	

2.1 方法 
［授業実施時期］2015年4月初旬から7月末	

［場所］Ａ県内の国立大学法人Ａ大学の総合情報基盤

センター端末室	

［研究参加者］Ａ大学の4つの学部の1年生計230名(男

112名，女118名)。学部毎に41〜51名のクラスを構成

していた。2クラスの学部が１つあり，計5クラスの学

生が研究に参加した。	

［授業者］Ａ大学教員 1 名。情報処理の授業を毎年 5

クラス程度担当している。授業補助者として大学の費

用で雇われて授業の補助を担当している大学院生(Ｔ

Ａ４名)ならびに学部学生(ＳＡ１名)が参加した。	

［研究者］Ａ大学教員 1 名。後述のビデオ教材の作成

の補助ならびに，調査用紙の作成に関わった。	
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［授業解説ビデオ］教科書(富山大学情報処理教育部会

情報処理テキストワーキンググループ，2015)の内容に

沿って，授業中の教員の説明を事前に録画したもの。

授業内容は表１の通りであった。ビデオを利用する時

は，授業者がビデオ画面を教室前方のスクリーンに拡

大提示し，音声を実習室の拡声装置で提示した。ビデ

オ教材を利用しない授業も数回設定し，その時は講師

が通常の授業通りに直接解説を行い，授業を進行させ

た。	

［質問紙調査］コンピュータ使用経験調査大学入学前

のコンピュータ利用に関する質問，現時点でのコンピ

ュータ等の利用スキルの自己評価などからなる質問紙

調査。	

［授業補助者への質問紙調査］「映像利用に気づいた

か」「授業が分かりやすくなったか」「授業がスムース

に進んでいたか」など 9 つの質問に対して，ビデオ教

材を利用した授業と，利用しなかった授業に分けて回

答する調査。	
 

2.2 結果 
［コンピュータ操作スキルの自己評価］	

基本的なスキルから中級程度のスキルまで26項目に

ついて5段階評定で回答を求めた。4月と7月の評価を

対応のある t 検定で比較したところ，すべての項目で

統計的に有意な評価の上昇が認められた。因子分析(最

尤法/Promax 回転)を行い，4 因子にまとめたところ，

第 1 因子は「基本的なネット利用」因子，第 2 因子は

「専門的応用的技能」，第3因子は「メディア活用技能」，

第 4 因子は「基本アプリ利用技能」であった。因子得

点を，対応のある t 検定で分析した結果，すべての因

子において 4 月より 7 月の方が，評価が高くなってい

た(p<0.01)。	

［授業補助者によるビデオ利用授業の評価］	

授業ビデオを利用した授業と利用しなかった授業の

比較を授業終了後に，各クラスの授業補助者に求めた

ところ，「授業がスムースに進んでいた」，「講師が授業

を進めやすくなっていた」の 2 項目について，ビデオ

利用授業の方が高い評価を受けた(2項目とも5%水準で

の有意差)。「講師による補足説明が適切になされてい

た」については有意傾向が認められた。 
2.3 考察 
授業者ビデオを利用した授業を実施した結果，事前

事後でコンピュータ利用スキルのすべての因子につい

て有意に評価が高まった。また，授業者ビデオを利用

した回と利用しなかった回を比べて，授業補助者に質

問した調査では，9項目中2項目で有意な差が認められ
た。これらのことから，授業者ビデオを利用した授業

は，学習者のスキル(の自己評価)を高めており，授業者
ビデオを利用することで，(授業補助者から見て)講師が
授業を進めやすくなり，授業がよりスムースに進行し

ていたという評価を得ることができた。 
その上で，「一人ＴＴ」方式での授業を効果的に行う

ための環境として，図１のような，教室後部に講師の

操作卓があり，自分の姿を前面のスクリーンに投映し

ながら授業を進めることが望ましいと考察をまとめて

いる。 

3. 2017年度の実践 
3.1 方法 
今年度の実践を，2015 年度の実践と同じ枠組みで実

行している。最終結果は７月末に明らかになるので，

詳細については、発表会場にて示すこととしたい。	

［授業実施時期］2017年4月初旬から7月末	

［場所］Ａ県内の国立大学法人Ａ大学の総合情報基盤

センター端末室	

［研究参加者］Ａ大学の４学部の 1 年生計 224 名。学

部毎に42〜47 名のクラスを構成していた。2クラスの

学部が１つあり，計５クラスの学生が研究に参加して

いる。	

［授業者］Ａ大学教員 1 名。情報処理の授業を毎年 5

クラス程度担当している。授業補助者として大学の費

用で雇われて授業の補助を担当している大学院生(Ｔ

Ａ５名)が参加している。	

［研究者］Ａ大学教員 1 名。後述のビデオ教材の作成

の補助ならびに，調査用紙の作成に関わっている。	

	

 
図１.一人TTを想定したPC演習室のデザイン	

後方にサブの講師席がある。カメラとマイクで学習者前方のスクリ

ーンに講師の映像を投映し，音声も前方のスピーカーから再生する。	

学習者の活動を観察しながら資料提示，一人TTのビデオ教材，画面

上での操作法提示を行うことができる	
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